
埋蔵文化財発掘調査事業 

①平成２２年度上之土地区画整理事業地内遺跡発掘調査 
 平成２２年度の発掘調査は、５月から３月まで、前中西遺跡範囲内の３地点、

箱田氏館跡範囲内の１地点で実施した。調査面積の総計は、１，７１８㎡であ

った。 
 上之土地区画整理事業地内遺跡の発掘調査は、平成８年度以降継続的に実施

しており、前中西遺跡の調査は、第１１次、第１２次目である。一方、箱田氏

 
 
 

館跡は、第１次目である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



１ 前中西遺跡（第１１次）の調査 
 ⑴ 所在地  中西四丁目２５２３番１、２５３２番５ 
 ⑵ 期間   平成２２年５月２４日～７月７日 
 ⑶ 面積   １９８㎡ 

⑷ 主な遺構 古墳時代～平安時代の竪穴建物跡４軒、溝跡４条、 
土坑２基、ピット多数 

 ⑸ 主な遺物 土師器、須恵器、石製紡錘車などの石製品（古墳時代～平安

時代） コンテナ４箱 
  ⑹ 特記事項 竪穴建物跡は、古墳時代～平安時代の所属であり、新たに古

墳時代の集落域の広がりが確認された。 
         また、溝跡からは古墳時代中期の土師器高坏が検出され、何

らかの祭祀的行為が行われたか、周辺に祭祀施設がある可能性

が考えられる。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
       竪穴建物跡           竪穴建物跡、土師器甕ほか出土状況 

 
 
 
 

        

証する情報を得ることができた。

調査では、不明な点が多い古墳時代以降の動向について、考

 

      調査区全景（東から）           溝跡、土師器高坏出土状況 



２ 前中西遺跡（第１２次）の調査 
 ⑴ 所在地  箱田６３番１他 
 ⑵ 期間   平成２２年７月１日～１１月３０日 
 ⑶ 面積   ４２０㎡ 

⑷ 主な遺構 古墳時代の河川跡２条、溝跡３条、土坑７基、掘立柱列１０ 
列、ピット多数 

  ⑸ 主な遺物 弥生土器、土師器、須恵器、打製石斧、石鏃などの石器、鋤、

田下駄、横槌などの木製品 コンテナ２３箱 
 ⑹ 特記事項 河川跡では、杭列が検出され、堰状の利水施設であった可能

性が考えられた。また、この河川跡は、北側を東流する衣川の

旧流路と考えられ、古墳時代後期の出土遺物がみられた。 
  前中西遺跡では、古墳時代後期の集落を支える生産基盤の所

在が不明瞭であったが、今回に調査により、河川から導水する

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

木製品・鋤、土器出土状況          木製品・田下駄出土状況 
 
 
 

水田等の農地の存在が想定され、ま

東側に存在することから、居住区域

の区分けを推定できる成果があった。

た、集落は、今回の調査区

、生産区域という土地利用

 

      河川跡杭列検出状況 調査区全景（東から）     



３ 箱田氏館跡（第１次）の調査 
 ⑴ 所在地  中西四丁目２４００番１・９ 
 ⑵ 期間   平成２３年１月４日～３月３１日 
 ⑶ 面積   １，１００㎡ 

⑷ 主な遺構 縄文時代後期の竪穴建物跡３軒、落とし穴１基、遺物包含層 
弥生時代中期の方形周溝墓１基、 
弥生時代末～古墳時代初頭の前方後方形周溝墓１基、 
溝跡１条、土坑６基、ピット多数 

  ⑸ 主な遺物 縄文土器、土偶、打製石斧、石皿、磨石、石錘、石棒などの

石製品、弥生土器、土師器 コンテナ９４箱 
 ⑹ 特記事項 縄文時代では、主に遺物包含層より加曾利Ｂ３式、曾谷式、

高井東式、安行１式、安行２式といった後期に所属する土器が

多数出土したほか、耳飾等の土製品、土偶が約７体出土した。

土偶には、ミミズク土偶が含まれ、市教育委員会調査では初の

検出例となった。 
  また、石製品には、精緻なつくりの剣形製品が出土し、土偶

と伴に竪穴建物跡から検出されるなど、特異な状況であった。 
  弥生時代では、中期後半に所属する方形周溝墓が検出されて

いるが、他に検出された溝跡１条も方形周溝墓の可能性がある。 
  前方後方形周溝墓は、市内初の事例で、県内でも検出例が少

なく貴重な発見となった。周溝からは、供献された考えられる

土師器壺・坩・器台等が出土し、南西部の周溝では、鋤等の木

製品がまとまって出土した。これら木製品は、祭祀にかかわる

ものと推定される。また、被葬者を埋葬した主体部も検出され

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

竪穴建物跡           縄文時代遺物包含層遺物出土状況 

た。 
  今回の調査では、上之地区では

の多数の資料を得ることができたこ

域の新たなる発見、また、それに続

の発見と、古墳へ発展する墓制を解

られた。 

最も古い時期の縄文時代後期

と、弥生時代中期以降の墓

く古墳時代初頭までの墓域

明する上で重要な成果が得



 
 
 

ミミズク土 偶出土状況

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

周溝墓全景

 
 
 
 
 
 
 
 
 

周溝内木製品出土状況         周溝内土師器壺・坩出土状況 

 
 
 
 

縄文土器・深鉢出土状況

 
 
 
 
 
 
 

偶出土状況     山形系統土偶出土状況     山形系統土  

   剣形石製品出土状況    縄文土器・注口土器出土状況 

（南から） 前方後方形


